
㊧
論
文
㊧

こ
れ
か
ら
の
大
学
に
お
け
る
広
報
活
動
・
戦
略

　
　
～
受
験
者
獲
得
の
デ
ー
タ
分
析
と
戦
略
～

明
石
　
要
一

　
　
　
（
千
葉
大
学
教
授
）

特集・大学の広報活動

高
校
生
の
市
場
調
査
の
必
要
性

　
「
社
会
は
変
わ
っ
て
い
る
」
。
こ
れ
を
一
言
で
説
明
し
な
さ
い
、
と

い
う
の
が
私
の
講
義
の
試
験
問
題
で
あ
る
。

　
こ
れ
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。
だ
ら
だ
ら
、
ぐ
た
ぐ
た
説
明
す
る
。

一
言
で
ず
ば
り
説
明
で
き
な
い
。

　
私
な
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
二
〇
〇
七
年
間
題
が
あ
り
ま
す
。
大
学
全
入
時
代
が
来
ま
す
。
こ

の
意
味
は
、
大
学
受
験
者
が
大
学
名
や
ど
こ
に
あ
る
か
場
所
を
問
わ

な
け
れ
ば
全
員
が
入
学
で
き
る
の
で
す
。
戦
後
六
〇
年
間
、
私
た
ち

は
一
度
も
体
験
し
て
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
時
代
は
変
わ
っ

て
い
ま
す
」

　
こ
れ
だ
け
で
理
解
し
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
次
の
こ
と
を
付
け
た

す
。

「
大
学
の
定
員
は
私
立
大
学
を
含
め
て
約
六
〇
万
人
で
す
。
そ
し
て

大
学
進
学
率
は
四
五
％
前
後
で
す
。
進
学
率
は
当
分
変
化
し
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
世
代
二
二
五
万
人
と
し
て
み
て
も
、
数
字
上

全
員
を
収
容
で
き
る
の
で
す
」

こ
の
回
答
が
す
む
と
次
の
問
い
を
出
す
。
そ
れ
は
「
こ
の
大
学
全

入
時
代
が
到
来
す
る
と
誰
が
一
番
困
る
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は
三
つ

の
機
関
（
者
）
が
困
り
ま
す
、
と
い
う
ヒ
ン
ト
は
出
す
」

　
読
者
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
ま
ず
予
備
校
で
あ
る
。
浪
人
生
は
皆
無
に
な
ら
な
い
が
数
的
に
は

減
る
。
企
業
は
市
場
調
査
を
行
い
一
〇
年
先
を
見
据
え
て
す
で
に
手

を
打
っ
て
い
る
。
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動
　
　
予
備
校
は
撤
退
し
な
い
が
縮
小
の
方
向
で
あ
る
。
入
試
問
題
の
作

活侵
成
や
教
育
相
談
の
専
門
家
養
成
な
ど
に
も
活
路
を
見
い
だ
し
始
め
て

ゑ広
い
る
。

の　
　
次
が
子
ど
も
を
持
つ
親
と
中
・
高
等
学
校
の
教
師
で
あ
る
。
「
受

学大
験
」
と
い
う
縛
り
が
効
か
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
何
と
か
「
し
つ
け
」

　集
と
「
生
徒
指
導
」
が
可
能
だ
っ
た
の
は
「
受
験
」
と
い
う
縛
り
が
あ

特
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
「
勉
強
し
な
い
と
い
い
高
校
、
大
学
に
入
学
で
き
な
い
」
と
か
「
茶

　
髪
を
直
さ
な
い
と
い
い
内
申
書
が
書
け
な
い
」
と
い
う
さ
さ
や
き
が

　
効
力
を
持
た
な
く
な
っ
た
。
水
戸
黄
門
の
よ
う
に
「
受
験
」
が
印
籠

　
と
し
て
使
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
は
親
や
教
師
に
と
っ
て
大
変
な
こ
と
で
あ
る
。
「
受
験
」
に

　
か
わ
る
「
し
つ
け
」
と
「
生
徒
指
導
」
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
探
さ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
も

　
の
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
「
飴
」
と
「
鞭
」
に
代
わ
る
新
た

　
な
生
き
方
指
導
の
方
法
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　
三
番
目
に
困
る
の
が
大
学
で
あ
る
。
山
口
県
に
あ
る
大
学
は
学
生

　
が
集
ま
ら
な
く
て
倒
産
？
し
た
。
廃
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
年

　
の
発
表
で
学
生
定
員
を
割
っ
た
大
学
・
短
大
が
四
割
に
達
し
て
い

　
る
。
北
海
道
や
九
州
に
あ
る
大
学
で
は
六
割
に
達
し
て
い
る
。

　
　
私
立
大
学
全
体
で
定
員
充
足
率
が
一
〇
七
％
と
な
り
初
め
て
国
立

の
一
〇
八
％
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
私
立
大
学
は
学
生
定
員

を
マ
ッ
ク
ス
ニ
○
％
ま
で
入
学
さ
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
一
〇
％
を
切

っ
た
の
で
あ
る
。
水
増
し
入
学
は
す
で
に
死
語
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
授
業
料
免
除
、
入
学
金
免
除
は
当
た
り
前
に
な
る
。
京
都
に
あ
る

短
大
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
た
だ
け
で
三
万
円
の
チ
ケ

ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。
二
月
に
受
験
す
る
と
き
、
こ
れ
が
検
定
料

の
代
わ
り
に
使
え
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

　
人
気
の
あ
る
高
校
球
児
を
入
団
さ
せ
る
と
き
、
プ
ロ
野
球
で
は
契

約
金
以
外
に
支
度
金
を
払
う
の
が
半
ば
常
識
化
し
て
い
る
。
相
撲
界

で
も
有
望
な
学
生
横
綱
を
ス
カ
ウ
ト
す
る
と
き
は
年
寄
株
を
約
束
手

形
と
し
て
用
意
す
る
場
合
が
あ
る
。

　
大
学
も
そ
れ
に
近
い
形
が
と
ら
れ
よ
う
と
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
大
学
全
入
時
代
の
荒
波
は
大
学
関
係
者
に
と
っ
て
厳
し
い

も
の
で
あ
る
。

　
千
葉
大
学
も
困
っ
て
い
る
。
少
子
化
の
荒
波
を
被
っ
て
い
る
。
今

年
の
受
験
倍
率
が
昨
年
の
五
・
九
か
ら
四
・
九
と
一
〇
％
減
っ
て
い

る
。
こ
れ
だ
け
で
検
定
料
収
入
が
六
〇
〇
〇
万
円
近
く
減
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
教
授
一
人
当
た
り
の
年
収
に
換
算
す
る
と
ほ
ぼ
六
人
分

に
な
る
。

　
そ
こ
で
、
大
学
執
行
部
は
倍
率
が
三
倍
を
切
っ
た
学
部
に
対
し
て
、

そ
の
原
因
分
析
と
対
策
案
を
提
出
す
る
よ
う
に
迫
る
。
残
念
に
も
教

育
学
部
は
三
倍
を
切
っ
た
課
程
を
四
つ
持
つ
。
そ
の
一
つ
に
一
番
募
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集
人
員
が
多
い
小
学
校
課
程
（
二
一
二
〇
名
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
首
都
圏
と
近
畿
圏
で
は
小
学
校
教
員
の
大
量
採

用
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
〇
年
前
の
教
員
採
用
冬
の
時
代
が
考
え
ら

れ
な
い
ほ
ど
出
口
は
広
が
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
千
葉
大
学
の
教
育
学
部
は
多
く
の
学
生
が
集

ま
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
高
校
生
は
大
学
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
と
り
わ

け
教
員
を
志
望
す
る
生
徒
た
ち
は
何
を
基
準
に
し
て
大
学
選
択
を
す

る
の
か
、
捉
え
よ
う
と
す
る
気
運
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　
し
か
し
、
大
学
は
こ
れ
ま
で
に
独
自
に
高
校
生
の
市
場
調
査
を
し

て
こ
な
か
っ
た
。
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
な
い
。
千
葉
大
学
も
そ
う

で
あ
る
。
市
場
調
査
を
し
な
く
て
も
こ
れ
ま
で
平
均
し
て
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
六
倍
以
上
の
受
験
生
を
確
保
で
き
て
い
た
。

　
今
は
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
。
と
い
っ
て
手
法
を
持
た
な
い
大

学
が
と
る
道
は
専
門
家
に
頼
る
し
か
な
い
。
教
育
学
部
は
千
葉
大
学

の
先
頭
に
立
ち
、
リ
ク
ル
ー
ト
社
に
市
場
調
査
を
依
頼
し
た
。

二
　
受
験
生
か
ら
見
た
千
葉
大
学
教
育
学
部
の
魅
力
と
弱
点

（
一
）
知
名
度
は
あ
る
が
志
願
が
少
な
い

　
リ
ク
ル
ー
ト
社
の
市
場
調
査
は
首
都
圏
の
教
育
学
部
を
志
望
す
る

高
校
生
約
八
O
O
O
名
を
対
象
に
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
千
葉
大

学
教
育
学
部
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
調
べ
る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い

る
。

　
比
較
す
る
大
学
は
併
願
率
の
高
か
っ
た
早
稲
田
大
学
、
東
京
学
芸

大
学
、
文
教
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
立
教
大
学
、
埼
玉
大
学
の
六

つ
の
大
学
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
カ
は
「
知
名
度
」
「
興
味
」
「
志
願
」
の
三
つ
の
尺
度
で

測
定
さ
れ
た
。
結
果
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
知
名
度
」
は
四
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
山
学
院
大
（
七
八
％
）
、

早
稲
田
大
（
七
五
％
）
、
立
教
大
（
六
四
％
）
に
次
ぐ
順
位
で
あ
る
。

ち
な
み
に
学
芸
大
学
四
五
％
、
埼
玉
大
学
四
〇
％
、
文
教
大
学
三

六
％
で
あ
る
。

　
「
興
味
」
は
七
％
で
あ
る
。
こ
れ
も
青
山
学
院
大
（
二
二
％
）
、
早

稲
田
大
（
二
二
％
）
、
立
教
大
（
九
％
）
に
次
い
で
四
位
の
順
位
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
も
肝
心
の
「
志
願
」
で
は
五
・
三
％
と
七
位

と
最
下
位
で
あ
っ
た
。

　
順
位
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
早
稲
田
大
（
一
〇
・
五
％
）
、
青
山

学
院
大
（
一
〇
・
四
％
）
、
立
教
大
（
七
・
四
％
）
、
文
教
大
（
六
・

一
％
）
、
学
芸
大
（
五
・
九
％
）
、
埼
玉
大
学
（
五
・
四
％
）
で
あ
る
。

　
こ
の
順
位
は
コ
ン
マ
以
下
の
数
値
の
比
較
で
あ
る
の
で
そ
れ
ほ
ど

気
に
は
な
ら
な
い
が
、
「
知
名
」
「
興
昧
」
の
順
位
に
比
べ
る
と
相
対

的
に
地
位
が
低
く
な
っ
て
い
る
の
が
困
る
。
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首
都
圏
の
総
合
大
学
で
あ
る
せ
い
か
私
学
は
別
と
し
て
、
国
立
の

教
員
養
成
大
学
の
学
芸
大
学
、
埼
玉
大
学
と
比
べ
る
と
知
名
度
は
あ

り
、
興
味
も
持
た
れ
て
い
る
。
し
か
し
志
望
す
る
か
と
な
る
と
人
気

が
下
が
っ
て
く
る
。

　
な
ぜ
こ
う
な
る
の
か
、
そ
れ
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
み
る
。
つ

ま
り
男
女
差
と
学
年
差
、
そ
れ
か
ら
地
域
差
の
分
析
を
し
て
み
る
。

（
二
）
一
年
生
と
男
子
生
徒
に
人
気
が
あ
る
が
、
三
年
生
と
女
子

　
生
徒
に
人
気
が
な
い

　
デ
ー
タ
を
学
年
別
に
見
る
と
千
葉
大
学
は
学
年
が
上
が
る
ご
と
に

知
名
（
一
年
五
三
二
％
↓
二
年
三
九
・
四
％
↓
三
年
四
七
・

一
％
）
、
興
昧
（
一
年
一
八
・
六
％
↓
二
年
六
・
三
％
↓
三
年
四
・

四
％
）
、
志
望
（
一
年
一
〇
・
三
％
↓
二
年
四
・
七
％
↓
三
年
四
・

一
％
）
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
数
値
が
下
が
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
千
葉
大
学
の
教
育
学
部
は
高
校
一
年
生
に
と
っ
て
も
っ

と
も
魅
力
を
持
た
れ
て
い
る
が
、
学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
薄
れ
て
い

く
o　

他
の
大
学
は
学
年
と
と
も
に
知
名
、
興
味
、
そ
し
て
志
願
の
数
値

が
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
千
葉
大
学
教
育
学
部
は
逆
で
あ

る
。
か
な
り
厳
し
い
結
果
で
あ
る
。

　
ま
た
性
別
で
も
気
に
な
る
結
果
が
出
て
い
る
。
男
子
の
数
値
は
知

名
四
位
、
興
昧
三
位
、
志
願
四
位
で
あ
る
。
全
体
で
見
た
時
の
「
知

名
」
の
位
置
を
確
保
し
て
い
る
。
早
稲
田
、
青
山
の
よ
う
な
私
立
の

有
名
大
学
に
接
近
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
女
子
の
知
名
五
位
、
興
味
五
位
、
志
願
七
位
と
い
う

結
果
で
あ
る
。
女
子
の
志
願
へ
の
結
び
つ
き
が
弱
い
の
で
あ
る
。
ど

う
も
女
子
高
校
生
の
不
人
気
が
足
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
地
域
別
に
調
べ
て
み
る
。
ど
の
地
域
で
人
気
が
あ
る
か
、

あ
る
い
は
人
気
が
な
い
か
を
確
か
め
る
。

　
千
葉
県
で
は
や
は
り
千
葉
大
学
は
知
名
、
興
味
、
志
望
で
は
競
合

す
る
他
大
学
に
比
べ
て
ダ
ン
ト
ツ
に
高
い
。
し
か
し
通
え
る
範
囲
で

あ
る
東
京
都
、
埼
玉
県
で
の
知
名
度
は
低
い
。
興
味
・
志
願
も
同
じ

よ
う
に
低
迷
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
一
方
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
で
は
知
名
度
に
関
し
て
は
学

芸
大
学
、
埼
玉
大
学
の
数
値
よ
り
高
い
。
そ
し
て
茨
城
県
、
群
馬
県

は
興
味
も
持
っ
て
く
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
結
果
を
見
る
と
、
千
葉
大
学
教
育
学
部
の
強
さ
と
弱
さ

が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

　
千
葉
大
学
は
知
名
度
は
あ
る
。
そ
し
て
一
年
生
と
男
子
高
校
生
に

魅
力
が
あ
る
。
さ
ら
に
茨
城
県
と
群
馬
県
で
は
首
都
圏
の
教
員
養
成

大
学
の
中
で
は
知
ら
れ
て
お
り
、
興
味
も
持
た
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
肝
心
の
興
味
と
志
願
で
は
最
下
位
を
キ
ー
プ
す
る
。

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
数
値
が
下
が
る
の
が
気
に
か
か
る
。
東
京
都

と
埼
玉
県
に
人
気
が
な
い
。
も
っ
と
困
る
の
は
女
子
高
校
生
に
不
人
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気
で
あ
る
、
こ
と
で
あ
る
。

三
　
デ
ー
タ
に
基
づ
く
戦
略
を
立
て
る

　
　
（
一
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
革
を
す
る

　
　
　
こ
う
し
た
結
果
に
対
し
て
手
を
打
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま

　
ず
取
り
組
ん
だ
の
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
抜
本
的
な
刷
新
で
あ
る
。

　
　
千
葉
大
学
に
興
昧
を
持
っ
て
い
る
高
校
生
に
対
し
て
、
大
学
の
評

　
価
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　
　
そ
れ
を
見
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
学
ぶ
内
容
や
実
習
・

　
　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
魅
力
が
あ
る
」
（
六
二
・
七
％
）
、
「
資
格
取
得
に

　
有
利
で
あ
る
」
（
三
三
・
九
％
）
、
「
学
校
の
立
地
条
件
や
周
辺
環
境

　
が
よ
い
」
（
三
二
・
二
％
）
で
あ
る
。

　
　
評
価
項
目
は
「
歴
史
や
伝
統
が
あ
る
」
「
学
費
が
安
い
」
「
キ
ャ
ン

　
パ
ス
が
き
れ
い
」
な
ど
一
六
項
目
の
中
か
ら
選
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。

動
　
　
国
立
大
学
の
調
査
で
は
「
学
ぶ
内
容
」
の
次
に
「
学
費
が
安
い
」

購
と
い
う
項
目
が
上
位
に
く
る
、
と
い
う
。
千
葉
大
学
は
そ
れ
よ
り
も

　広
資
格
取
得
で
あ
っ
た
り
、
立
地
条
件
が
上
位
に
く
る
。

の
　
関
心
を
持
2
局
校
生
は
、
思
い
の
外
学
ぶ
内
容
や
実
習
。
カ
リ
キ

学大
ユ
ラ
ム
制
度
に
魅
力
を
感
じ
、
資
格
取
得
に
こ
だ
わ
っ
て
千
葉
大
学

集
を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
、
の
が
判
っ
た
。

特
　
　
ま
た
、
高
校
生
は
大
学
を
調
べ
る
と
き
ま
ず
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
入
る
。
し
か
し
す
ぐ
に
千
葉
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
く
る
わ
け

で
は
な
い
。
多
く
は
「
進
学
ネ
ッ
ト
」
か
ら
入
っ
て
く
る
。

　
そ
こ
で
リ
ク
ル
ー
ト
社
と
契
約
を
結
び
「
進
学
ネ
ッ
ト
」
で
千
葉
、

大
学
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
、
教
育
学
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
入
っ

て
く
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
高
校
生
の
求
め
る
二
i
ズ
に
合

う
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
た
。
ど
ん
な
授
業
内
容
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
あ
る
か
、
千
葉
大
学
で
は
ど
ん
な
資
格
が
取
れ
る
か
、

教
授
陣
に
は
ど
ん
な
先
生
が
い
る
か
、
顔
が
見
え
る
よ
う
に
し
て
い

る
Q　

私
も
登
場
す
る
。
一
週
間
に
一
回
学
部
長
の
コ
メ
ン
ト
を
載
せ
て

い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
い
う
ま
で
も
な
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
命
で

あ
る
。
そ
れ
を
心
が
け
て
い
る
。

　
昨
年
の
四
月
の
入
学
時
に
新
入
生
に
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
人
」
に
手
を
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
九
割
以
上
の

も
の
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
て
い
る
。
そ
の
と
き
広
報
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
欠
か
せ
な
い
、
こ
と
を
実
感
し
た
。

（
二
）
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
力
を
注
ぐ

　
次
に
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
力
を
入
れ
た
。
千
葉
大
学
は
九
学

部
と
も
七
月
の
終
わ
り
か
ら
八
月
の
始
め
に
行
っ
て
い
る
。
全
学
を

併
せ
て
八
O
O
O
名
近
く
来
て
く
れ
る
。
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動
　
　
今
年
は
教
育
学
部
だ
け
で
二
〇
〇
〇
名
近
い
人
が
来
た
。
そ
の
中

活侵
で
保
護
者
も
二
〇
〇
名
ほ
ど
来
て
く
れ
た
。
当
然
保
護
者
は
学
部
長

　広
が
対
応
す
る
。
昨
年
に
比
べ
て
六
〇
〇
名
ほ
ど
増
え
て
い
る
。

の　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
評
価
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

学大
　
　
参
加
者
の
中
心
は
高
校
の
二
・
三
年
生
で
あ
る
。
県
内
と
関
東
が

集
大
半
を
占
め
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
北
海
道
．
東
北
と
関
西
．
中

特
部
地
方
の
高
校
生
も
五
％
前
後
来
て
く
れ
て
い
る
。

　
　
参
加
の
目
的
は
ダ
ン
ト
ツ
に
「
学
部
・
課
程
の
よ
り
詳
し
い
情
報

　
を
得
る
た
め
」
（
八
四
％
）
で
八
割
を
軽
く
超
え
る
。
次
が
「
授
業

　
内
容
を
知
る
た
め
」
（
三
四
％
）
、
「
施
設
・
設
備
を
知
る
た
め
」
（
三

　
八
％
）
で
あ
る
。
「
入
試
の
動
向
を
知
る
た
め
」
（
三
一
％
）
は
思
い

　
　
の
ほ
か
少
な
い
。

　
　
入
試
の
動
向
は
募
集
要
項
で
知
っ
た
り
、
高
校
あ
る
い
は
予
備
校

　
で
仕
入
れ
る
の
か
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
関
心
が
薄
い
。

　
　
開
催
情
報
の
入
手
は
「
高
校
」
が
六
二
％
と
ト
ッ
プ
で
あ
る
。
次

　
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」
（
二
九
％
）
が
く
る
。
三
割
に
近
い
数
で

　
あ
る
。

　
　
参
加
の
感
想
は
「
参
加
し
て
よ
か
っ
た
」
が
七
五
％
で
三
分
の
二

　
に
達
す
る
。
こ
れ
に
「
ま
あ
ま
あ
だ
っ
た
」
（
一
五
％
）
を
加
え
る

　
と
九
割
に
な
る
。
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
　
そ
れ
で
は
参
加
し
て
満
足
し
て
い
る
高
校
生
た
ち
は
、
さ
ら
に
ど

　
ん
な
情
報
や
体
験
を
望
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
結
果
は
次
の
よ

う
な
こ
と
で
あ
る
。

・
「
教
育
学
部
で
ど
ん
な
勉
強
が
で
き
る
か
も
っ
と
知
り
た
い
」
（
三

　
七
％
）

・
「
授
業
を
体
験
聴
講
し
た
い
」
（
二
九
％
）

・
「
研
究
室
な
ど
の
現
場
を
も
つ
と
知
り
た
い
」
（
一
九
％
）

・
「
大
学
の
全
体
像
を
も
っ
と
知
り
た
い
」
（
一
三
％
）

　
高
校
生
た
ち
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て
、
大
学
や
学

部
の
情
報
や
施
設
設
備
の
こ
と
を
知
っ
た
。
次
に
期
待
す
る
の
は
大

学
の
ソ
フ
ト
の
よ
う
だ
。

　
大
学
で
ど
ん
な
授
業
を
し
て
い
る
の
か
知
り
た
い
し
、
実
際
授
業

を
受
け
て
み
た
い
要
望
が
強
い
。
大
学
は
こ
う
し
た
高
校
生
の
要
望

に
こ
た
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
年
、
千
葉
大
学
で
昨
年
よ
り
参
加
者
が
増
え
た
学
部
は
教
育
学

部
と
看
護
学
部
で
あ
る
。
両
学
部
は
共
に
受
験
者
数
が
三
倍
を
割
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
互
い
に
危
機
意
識
を
持
ち
、
高
等
学
校
に
足

を
運
ん
だ
せ
い
か
も
知
れ
な
い
。

　
教
育
学
部
は
、
ま
ず
県
下
の
高
等
学
校
二
〇
〇
数
校
を
対
象
に
メ

ー
ル
を
送
り
大
学
に
招
待
し
説
明
会
を
行
っ
た
。
「
招
待
」
し
た
の

は
今
年
が
初
め
て
で
あ
る
。
当
然
交
通
費
は
大
学
も
ち
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
高
校
の
要
望
に
応
じ
て
説
明
会
や
大
学
訪
問
を
受
け

て
い
た
。
そ
れ
が
、
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
加
え
た
こ
と
で
高

校
側
は
「
国
立
大
学
も
変
わ
っ
た
」
と
い
う
印
象
を
も
ら
し
て
い
た
。
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（
三
）
高
大
連
携
の
授
業
を
一
四
回
行
う

　
　
　
高
校
か
ら
の
出
前
授
業
の
要
望
は
多
い
。
千
葉
大
全
体
は
い
う
ま

　
　
で
も
な
く
、
教
育
学
部
も
で
き
る
か
ぎ
り
要
望
に
こ
た
え
て
高
校
に

　
　
足
を
運
ん
で
い
る
。

　
　
　
教
育
学
部
は
こ
う
し
た
出
前
授
業
だ
け
で
な
く
千
葉
県
下
の
三
つ

　
　
の
高
校
と
連
携
の
協
定
を
結
び
年
一
四
回
の
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
そ
れ
ら
は
千
葉
東
高
校
、
千
葉
女
子
高
校
、
そ
れ
か
ら
木
更
津
高

　
校
で
毎
週
土
曜
日
の
放
課
後
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
高
校
側
は

　
授
業
し
た
生
徒
た
ち
に
郊
外
学
習
の
単
位
と
し
て
一
単
位
与
え
て
い

　
　
る
。

　
　
　
こ
の
か
た
ち
は
三
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。
日
本
初
の
高
大
連
携

　
　
の
授
業
で
あ
る
。

　
　
高
校
生
た
ち
の
大
学
の
授
業
を
生
で
受
け
た
い
、
と
い
う
要
求
に

　
　
こ
た
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
千
葉
大
か
ら
遠
い
（
特
急
で
二

　
時
問
か
か
る
）
安
房
高
校
に
は
毎
週
は
無
理
な
の
で
、
夏
休
み
に
二

動
日
間
集
中
講
義
の
か
た
ち
で
行
っ
て
い
る
。

購
　
　
こ
の
授
業
は
評
価
が
高
い
。
例
え
ば
、
高
校
の
教
師
か
ら
次
の
よ

　広
う
な
感
想
が
生
ま
れ
て
い
る
。

吻
羅
の
科
目
に
慰
を
持
っ
た
生
徒
が
い
な
」
と
は
、
高
校
と
し

大
　
　
て
も
驚
き
で
あ
る
。

集
　
．
来
年
は
音
楽
も
是
非
入
れ
て
ほ
し
い
。

特
　
・
高
校
の
「
総
合
学
習
」
を
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
は
一
部
で
も
ス
ポ
ッ

ト
学
習
の
よ
う
な
形
で
大
学
と
一
緒
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
四
）
A
O
入
試
を
行
う

　
教
育
学
部
は
千
葉
大
学
で
最
初
に
A
O
入
試
を
実
施
し
た
。
そ
れ

は
な
ぜ
か
。
前
期
試
験
と
後
期
試
験
の
重
複
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
前
期
試
験
と
後
期
試
験
は
違
う
観
点
か
ら
試
験

を
行
っ
て
い
る
。
タ
イ
プ
の
異
な
っ
た
学
生
を
入
学
さ
せ
た
い
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
教
育
学
部
で
は
前
期
と
後
期
試
験
の
重
複
率
が
六

五
％
前
後
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
異
な
っ
た
タ
イ
プ
の
学
生
を
入
学
さ

せ
る
の
は
難
し
い
。

　
そ
こ
で
大
胆
な
発
想
に
基
づ
き
、
教
育
学
部
に
ふ
さ
わ
し
い
学
生

を
獲
得
で
き
る
入
試
は
な
い
か
、
と
議
論
を
進
め
て
き
た
結
果
A
O

入
試
に
た
ど
り
着
い
た
。

　
教
育
学
部
の
A
O
入
試
は
小
学
校
課
程
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
二
一
二
〇
名
の
定
員
の
な
か
で
五
〇
名
を
当
て
る
。
さ
ら
に
そ
の
五

〇
名
の
中
で
地
元
枠
と
し
て
三
〇
名
を
設
け
た
こ
と
が
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
。

　
千
葉
県
下
の
現
役
高
校
生
が
受
験
で
き
る
の
で
あ
る
。
国
立
大
学

と
し
て
地
元
枠
の
数
が
多
い
と
い
・
豆
恩
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
千

葉
県
の
過
疎
地
域
を
希
望
し
な
い
新
卒
教
員
が
増
え
て
い
る
現
状
を
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考え、

地
域
の
教
育
委
員
会
の
要
望
に
こ
た
え
数
を
増
や
し
た
の
で

あ
る
。

　
受
験
生
は
四
五
六
人
で
九
倍
を
超
え
た
。
五
倍
を
超
え
れ
ば
と
予

想
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
軽
く
上
回
っ
た
。

　
一
次
選
考
は
提
出
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
類
に
基
づ
き
行
っ
た
。

二
次
選
考
は
附
属
小
学
校
で
の
交
流
体
験
や
課
題
テ
ス
ト
、
面
接
を

行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
選
考
結
果
に
基
づ
き
内
定
を
出
す
。
そ
し
て
一
月
に
共

通
セ
ン
タ
ー
試
験
を
受
け
て
も
ら
う
。
試
験
科
目
は
得
意
な
三
教
科

を
選
べ
る
。
三
教
科
と
も
六
〇
％
の
以
上
の
点
数
を
取
れ
れ
ば
最
終

的
に
合
格
と
な
る
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
資
格
試
験
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
。

　
A
O
入
試
は
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
入
試
改
革
の
動

き
を
知
っ
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
告
知
に
重
点
を
置
い
た
。

そ
こ
で
県
内
の
校
長
会
と
進
路
指
導
部
会
、
そ
れ
か
ら
高
校
の
P
T

A
総
会
に
も
足
を
運
び
、
入
試
改
革
を
は
じ
め
と
し
た
大
学
改
革
の

話
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
学
部
長
、
副
学
部
長
、
入
試
委
員
長
そ
れ
か

ら
広
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
、
各
課
程
長
は
役
割
分
担
を
決
め
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
決
め
重
点
的
に
回
っ
た
。

（
五
）
広
報
担
当
の
特
命
教
授
を
置
く

　
大
学
の
改
革
の
動
き
を
知
っ
て
も
ら
う
に
は
広
報
は
欠
か
せ
な

い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
と
よ
り
従
来
の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
と
し

た
紙
媒
体
も
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
も
の
に

よ
る
宣
伝
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
教
育
学
部
と
し
て
二
人
の
広
報

専
門
の
特
命
教
授
を
任
命
し
た
。

　
一
人
は
卒
業
生
で
も
あ
る
元
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
で

あ
っ
た
木
場
弘
子
氏
で
あ
る
。
も
う
一
人
は
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
遠

隔
地
教
育
な
ど
の
提
案
者
で
あ
る
鈴
木
敏
恵
氏
で
あ
る
。
二
人
と
も

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
登
場
す
る
機
会
を
多
く
持
っ
て
い
る
。
そ
の
と
き

に
「
千
葉
大
学
教
育
学
部
の
案
内
」
を
し
て
も
ら
う
よ
う
、
期
待
し

て
い
る
。

　
大
学
の
入
り
口
確
保
と
出
口
の
保
障
は
経
験
と
カ
ン
だ
け
に
頼
っ

て
は
ダ
メ
で
あ
る
。
大
学
は
今
や
市
場
調
査
に
基
づ
き
、
高
校
生
や

社
会
が
大
学
に
何
を
求
め
て
い
る
か
を
把
握
し
、
そ
れ
に
対
応
し
た

戦
略
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い
る
。
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